
令和７年度 プロジェクト 活動報告書  

作成：札幌市保健福祉局障がい保健福祉部 梅村 真喜恵 

プロジェクト名  集中的支援（モデル実装）プロジェクト 

取組期間  令和７年５月～令和８年３月 

令和７年度の  
重点取組 

１．札幌版集中的支援体制整備プログラム  
２．強度行動障がい支援者向け研修会の開催  

３．企画・推進委員会の実施 
４. 実態調査の実施 

活動概要  
 
 
 
 
 
 
 

 抽出された課題 

１．札幌版集中的支援試行プログラムの実施  
　集中的支援の前後の期間を有効活用する方法の検討 
【支援前】  

（1）集中的支援実施検討委員会（コア会議）の試行実施  
　　➡集中的支援実施基準や今後の課題を整理  

（2）事業所アセスメント 
　➡札幌独自様式の整理 

【支援後】 
　　フォローアップの頻度や実施方法について  

➡R8以降も引き続き検討  

２．強度行動障害支援者向け研修会の実施 （人材育成） 
(1）7/10 本人を中心としたケアマネジメント  

～強度行動障がいのある方への相談支援～  

(2）12/13 人と人をつなぐ強度行動障がい支援  
～人材育成と地域連携の新しいかたち～  

３．企画・推進委員会の実施 （支援体制の検討等） 
(1）6/11 事業計画の確認と今後の体制整備に向けた検討 
(2）11/5 今年度の事業（経過）報告と今後の支援体制構築の検討 
(3）1/21 来年度の集中的支援の実施に向けた検討  

４．実態調査の実施 （調査） 
強度行動障がいのある方の相談支援事業所利用状況調査  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

〇集中的支援に関して  
（1）集中的支援実施検討委員会（コア会議）  
・集中的支援とその他の支援（地域支援マネジャーによる支援、
おがるに よるコンサルテーション等）の基準の検討  
（2）事業所アセスメント等  
・集中的支援の土台づくり、集中的支援の理解の広がり  
・集中的支援による支援者の孤立化防止  
【今後に向けて】  

〇短期課題  
・集中的支援の土台づくりのための取組（アセスメントツールの開
発や研修会開催等）  
〇中長期課題  
・中核的人材の養成  
・中核的人材と広域的支援人材、各事業所等とのネットワークの広



がり（多職種・多機関連携を可能とする顔の見える関係性の構築） 

課題解決に向け
た 次年度の取
組予定 

〇札幌市では、R８年度から集中的支援を実施予定。  
〇札幌市は、発達障がい者地域支援マネジャーが、事業所からの事
前相談やコア会議の開催・広域的支援人材とのマッチング等、中核
的な役割を担い進めていく予定。  
〇今後も、発達障がい者地域支援マネジャー、札幌市自閉症・発
達障害 者支援センター（おがる）を中心に、中核的人材や広域的
支援人材等と連携・協力しながら、札幌市の強度行動障がい児者
の支援体制の構築を目指す。 

 
 


